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１．総 則

1-1 目的

このマニュアルは、東北大学リーグ（1部リーグ戦および南リーグ戦・北リーグ戦）の大会の円滑な運営のために、策定

したものである。大会に関わるすべての関係者は、このマニュアルを、東北大学バレーボール連盟（以下、「東北学

連」という）および公益財団法人日本バレーボール協会（以下、「ＪＶＡ」という）の各種規定類とあわせて活用して、

大会の成功とバレーボールの普及・強化・発展に寄与するように協力するものとする。

1-2 円滑な運営の基本

関係者は、チームおよび選手が大学バレーにふさわしい試合を展開できる状況を作り出すことと、バレーボールファン

や観客（メディア関係を通して見聞する多くの愛好者を含む）が満足し、東北地区の人々から歓迎される大会になる

ように努力することを大会運営の基本とする。

２．リーグ運営組織

2-1 大会運営組織

大会全体運営は、東北学連 南奥羽ブロック委員会・北奥羽ブロック委員会（以下、「学連事務局」という）が行う。各

日程の会場大学（以下、「当番校」という）は、地元県バレーボール協会（以下、「開催地協会」という）及び学連事務

局と連携の上、大会の準備及び運営を行う。学連事務局は、各大会にサポート役の学連委員を指名し、派遣を行う。

2-2 学連事務局

学連事務局は、大会の運営が円滑に行われるよう、参加チーム・当番校・開催地協会・報道関係各社との連絡調整

を主な任務とする。

３．競技運営

3-1 試合日程

男子または女子が各部で集結し、土・日（または前後の祝日）に行うことを原則とする。試合数は、その日に集まった

全チームが 1日 1試合以上行う数を原則とする。

3-2 試合開始設定時間

(1) 試合開始時間は、すべて第１セットの最初のサービス許可の吹笛の時間を示す。

(2) 試合開始時間の原則は、次の通りとする。

部 開催曜日 試合数 第１試合開始 第２試合以降

１部・２部

５セットマッチ

土曜日
３試合 １３：００

前試合終了１０分後に

プロトコール開始

【 試合間 ２５分 】

２試合 １４：００

日曜日
３試合 １０：００

２試合 １１：００

３部・４部

３セットマッチ

土曜日

５試合以上 １０：３０
前試合終了１０分後に

プロトコール開始

【 試合間 ２１分 】

４試合 １１：３０

３試合以下 １３：００

日曜日 １試合以上 １０：００

(3) 式典のある場合および変則日程やその他に事情により、上記の例外や変更があることがある。

その場合は学連からチームに連絡（ホームページにて公開）する。

(4) 第2試合以降の試合開始時刻・プロトコール

①試合設定時刻がない場合、前試合終了後10 分後にプロトコールを開始する。

※試合設定時刻がある場合、当該試合の開始時間 30 分前までに、前の試合が終了しない場合には前
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の試合終了後 25 分後に次の試合を開始する。設定時刻がある場合は、前の試合が早く終わっても、

次の試合の開始時間が、上記より早くなることはない。

②ネットの張替えがある場合は、張替え終了 5分後にプロトコールに入る。

③連続試合の場合は、20分後にプロトコールに入る。

※前試合終了から次のプロトコール開始までの具体的な時刻は学連委員、または審判委員から該当する

チームに通知する。

(5) 各試合の試合前、セット間、終了後の手順は、公式プロトコールによる。

試合開始時刻の 15分前（3 セットマッチは 11分前）にプロトコールに入る。

(6) 試合の終了後、両チームの選手がベンチから退去した後に、次の試合のチームはコートに入り練習を開始する。

3-3 競技日程・組み合わせ

(1) 競技日程は、学連事務局で調整し、東北学連ホームページにて発表する。

(2) 発表後、リーグ編成等の都合で試合順序等を変更しなければならない場合には、学連事務局および当番校で調

整し、決定する。

3-4 競技記録とＪＶＩMＳ

(1) 公式競技記録は、記録用紙とＪＶＩMＳによって作成された東北大学リーグ公式データによる。

(2) 記録用紙、リベロチェックシートは、試合終了後学連委員を通して、学連事務局に提出する。

3-5 順位決定

(1) 順位決定は、リーグ内規４に基づき決定される。

(2) セット率および得点率による順位決定を行う場合は、記録用紙の結果を再度確認の上、順位決定を行うこと。

(3) 順位決定後は、学連事務局より当該チームに対し、順位を連絡する。

3-6 入替戦

(1) 入替戦は、入替戦内規に基づき実施される。

(2) 詳細は、学連事務局が当該チームに対し連絡をする。

４．大会役員

4-1 派遣役員

(1) 各大会には、原則として学連事務局より学連委員、および開催地協会審判委員会推薦のＪＵＲＹ・公認審判員を

派遣する。ただし、下部リーグについては、学連委員の派遣を行わない場合がある。

(2) 派遣役員の会場到着時間は、原則として下記を目安とする。

① 学連委員 : 第１試合開始の２時間前

② ＪＵＲＹ・派遣審判 : 第１試合開始の１時間前

(3) 学連役員（学識役員および学連委員）の旅費及び宿泊費は、旅費規程に基づき東北学連が支出する。

(4)開催地協会から派遣され、当日、試合にて審判を務めた審判員に対して、１日につき２０００円の日当を

支給する。また、内規に基づき、交通費、宿泊費を支給する。

4-2 学連委員の役割

(1) 学連委員は、東北大学リーグの品質の維持向上と円滑な実行に努める。

(2) 学連委員は、当番校とともに必要事項を確認し、各種連絡事項の徹底に努める。また、「大会業務チェックリスト」

【資料８参照】等を活用して、準備・確認事項に不備等がないかチェックする。

(3) 学連委員は、業務執行上で発生した問題等に対して、当番校、ＪＵＲＹ等と協力して解決する。現地で解決でき

ない問題が発生した場合は、大会委員長および各委員長に連絡して指示を仰ぐ。

(4) 学連委員は、業務執行に際して発生した問題点は、解決済みのものも含めて、大会後必ず大会委員長に報告

する。
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4-3 審判員

(1) ＪＵＲＹ（ジュリー）

開催地協会審判委員会に推薦された者とし、大会当日の審判割当及び審判に関する全ての事項を統括する。

(2) 公認審判員

開催地協会審判委員会に推薦された審判員が派遣される。

(3) また、上記に関わらず、2部（予選リーグ戦のみ）および 3部・4部における副審は、補助役員が行う場合もある。

（「各県協会公認級以上」または「当該年度の東北学連主催の副審講習会受講者」）

(4) 例外的に、審判員研修を目的として補助役員にかわり公認審判員が副審・記録員・ラインジャッジを開催地協会

審判委員会、学連委員の判断で起用することがある。

4-4 補助役員（コート・オフィシャル）

(1) 補助役員は、事前に指定された参加チームが行う。服装は、チームで統一された服装（ユニフォーム可）とする。

割り当てられた試合の設定時間のプロトコール前（設定されていない場合は、前の試合終了後 １０分後にプロ

トコールを開始する）に記録席に集合する。

(2) 記録員・アシスタントスコアラーおよびラインジャッジ、点示は、参加チームが担当する。

(3) 2 部（予選リーグ戦のみ）および 3部・ 4 部における副審は、参加チームが担当することとする。副審は、「各県

協会公認級以上」または「当該年度の東北学連主催の副審講習会受講者」とする。該当者が参加チームにい

ない場合は、各チームの責任で公認審判員の派遣を依頼し、その経費は参加チームが負担する。

(4) 男女１部予選リーグのみＪＶＡのＪＶＩMＳによって技術統計の記録を行う。入力および判定は、参加チームが担当

する。入力員・判定員は、「東北学連のＪＶＩMＳ講習会を受講した者」か「ＪＶＡ公認技術統計判定員」とする。該

当者が参加チームにいない場合は、各チームの責任で公認判定員の派遣を依頼し、その経費は参加チームが

負担する。

(5) ５ボールシステムを採用する場合は、ボールリトリバー 6 名を参加チームが担当する。

５．当番校
加盟校は、リーグ戦で会場使用ができるかどうかを学連事務局に報告する。

5-1 当番校の組織の整備と管理

当番校は、学連委員との連携を密にし、大会の万全の運営を行うとともに、実施状況の把握・管理と結果のフォロー

を行い、次回以降の参考とするように努める。

5-2 会場手配

(1) 当番校は、学連事務局より正式な会場手配の要請があった場合は、使用手続申請を行う。

①会場使用の申請書類に、借用願および東北学連の名義・学連印などが必要な場合は、速やかに学連事務局

へ連絡をすること。

②会場使用責任者は、原則として当番校の連絡責任者が望ましい。

③会場費などの費用がかかる場合は、事前に学連事務局へ連絡をすること。

(2) 当番校は、使用手続が完了後、以下のことを行う。

①使用許可について、学連事務局に連絡をすること。

②「大会準備チェックリスト【資料６参照】」に基づき、必要な用具の手配を行うこと。

③体育館および付帯施設（駐車場など）の使用注意すべき点があれば、事前に学連事務局へ連絡をすること。

5-3 会場準備・撤去

(1) 当番校は、大会１０日前までに「大会準備チェックリスト【資料６参照】」に基づき、必要な用具などの確認を行うこ

と。不足する場合は、学連事務局へ連絡をすること。

(2) 当番校は、学連事務局より要請のあった物品などを事前に手配もしくは購入する。

(3) 当番校は、開館時刻（第 1試合開始１時間前）までに会場設営を完了させること。

(4) 当番校は、各日の試合終了後、学連委員の指示に基づき、会場の撤去または、翌日の準備を行うこと。
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5-4 参加チームヘの対応

(1) 当番校は、チームが宿泊、移動、試合等を行うに際して不自由のないよう便宜を図る。

①駐車場（特にバス）の依頼があった場合は、当番校が駐車可能なスペースを指示する。

②体育館・宿泊先へのアクセスなどの問い合わせがあった場合は、試合前日までに連絡をする。

※当番校は、当日、駐車場への誘導係を配置する。

③チーム控室および更衣室（男子会場は、女子マネージャー、女性審判員の更衣室も含む）を指示すること。

④チームからビデオ撮影を含むデータ収集を行うための電源およびスペースの要請があった場合は、円滑に行

えるように、電源およびスペースを確保する。

⑤チームから救急病院などの問い合わせが合った場合に、円滑に行えるように、事前に確認をしておくこと。

⑥そのほか、事前に参加チームへ連絡すべき事項がある場合は、学連事務局へ連絡を通じて参加チームへ

連絡すること。

６．会場・施設・用具

6-1 会場

(1) 試合会場

①屋内施設で、原則、大会当日に占有して使用できること。

（１面開催の場合は、隣のコートを別団体が使用していてもかまわない）

②更衣室（男女別）、審判控室、大会本部を確保できること。

③試合に必要な、器具および電源が用意できること。

④大会本部で携帯電話が使用でき、電源を用意できること。

⑤観客席は、出来る限りあることが望ましい。ただし、フェンス及びマットなどでプレーイングエリアを区画し、

椅子などを設置し、観客席とすることも認める。

⑥場内放送は、出来る限りあることが望ましい。ただし、簡易的な機材で行うことも認める。

(2) 競技場

①プレーイングエリアの広さは、24ｍ×15ｍ以上とし、自由競技空間は競技場表面から 7ｍ以上なければなら

ない。

②競技場の表面は、明るい色で凹凸がなく均一で、競技者が負傷する恐れのないもの。

③コート上のラインは、幅 5ｃｍの幅で、他のラインや床と明確に判別できること。

（基本は白色だが、コートの色と明らかに異なる色であれば、白色以外でも問題はない）

不要なラインは、事前にラインテープおよびマスキングテープで対応すること。

④コートのゾーンとエリアとして、フロント・ゾーン、サービス・ゾーン、競技者交代ゾーン、ウォーム・アップ・エリア、

ペナルティ・エリアを確保する。（資料６参照）

(3) 会場、競技場に関して、上記(1)(2)の要件が守れない場合は、学連事務局にその理由と対応策を提出して、

承認を受ける。

(4) コートの設置 【資料７参照】

①プレーイングエリアは、出来る限り、国際規格（フリー・ゾーンは最低でもサイドラインから 5ｍ、エンドラインから

6.5ｍの幅でなくてはならない。またプレーする空間は床面から最低 12．5ｍの高さでなければならない。）に

近づけることが望ましい。

②フリー・ゾーンは、出来る限り左右同じ広さを取ること。よって、ベンチを設置する際には、「極端に」主審側が

広く、副審側が狭いといったことがないように配慮すること。

③チームベンチは、審判台と反対側のフリー・ゾーン外側に、両コートそれぞれ 13 人が座れるように設置する。

（椅子を 13脚置くか、椅子を 1脚+長いすを置く）

④記録席は，公式記録（記録員、アシスタントスコアラー）ができるような広さのものを，支柱外方で両チームの

ベンチの間に設置する。

⑤複数コートある場合は、体育館の外側を主審側とし、副審・記録席・ベンチを内側にすることを原則とする。（コ

ート間が狭い場合は、ベンチが背中合わせになってもよい。）また、出来る限り、防球ネットなどを用いて、コー

トを仕切ることが望ましい。



- 6 -

⑥コートの周囲は、観客席とすることができる。ただしフェンス及びマットなどでプレーイングエリアと区画することを

条件とする。

(5) 掲示物（試合日程・試合結果、会場使用上の注意事項）

会場入口やロビーなどに掲示すること。（×大会本部）

(6) その他

①1部の予選リーグ戦に限り、ＪＶＩMＳ用に記録席裏に電源を用意すること。

②プレーイングエリアの外側に、大会本部及び審判員研修席を用意すること。

（位置および席数は学連委員の指示による）

③チームがビデオおよびアナリスト用に電源を必要とした場合は、そのスペースと電源を準備する。

6-2 用具

(1) 用具は、「大会準備チェックリスト【資料６】」に基づき、当番校で用意する。それぞれの用具は、正規に使用

できるかどうか事前に確認しておくこと。用具が不足する場合は、学連事務局、参加所属部のチーム間で

融通できるように手配するので事前に不足する物品を学連事務局まで連絡すること。

(2) 各試合で使用されるボールは、学連事務局から、１コートにつき予備ボールを含め、原則として６個が送付される。

（ワンボールシステムの場合は 2個）

(3) 各会場で使用されるラインテープは、学連事務局から、送付される。

(4) ネットは、ＪＶＡ公認のものを使用する。ネットは、上下白帯付きのものを使用する。

(5) 審判台は、高さの調整が出来るものを用意する。ただし、高さが不足する場合は、ビールケースなどを用意し、

高さが調整できるようにすること。

Ａ）国際試合用 Ｂ）一般用① Ｃ）一般用② Ｄ）一般用③

高さ調整可

このまま使用可

高さ調整可 高さ調整可 高さ調整不可

高さ調整・不足時は、ビールケースなどで対応する

※高さは、支柱の最上位から 80cmが確保できること。（概ね台高さが 130cm 必要）

6-3 大会バナーの掲示
大会バナー（大会名が入った横断幕／右図）を

各会場に掲示すること。

※大会バナーは、各大学バレー団体からの

東日本大震災義援金により作成されたものである

大会終了後は、確実に学連事務局に返却すること

７．会場の安全確保および観客対応

7-1 会場の整備と安全の確保
(1) チームおよび観客が快適で安全に試合及び観戦出来るように、その入場から退場までのすべてについて十分な

配慮を行わなければならない。
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(2) 非常事態の発生に備え、非常時組織体制を整備し、緊急連絡体制や対応を確認しておくこと。

(3) 大会開催中に大会の実施が困難と判断されるような、大規模災害（悪天候、地震等の天災地変）

や大事件が発生した場合は、観客及び選手、役員の安全確保を最優先に行う。

その後の大会実施の有無、勝敗の決定方法（再試合を行うかどうかを含む）、大会の成立条件及び大会成績

の取扱等については別途協議する。

(4) 建物の破損や津波による被害が想定される場合は、会場係員または当番校責任者の指示を仰ぎ、

速やかに避難すること。 【 資料５ 地震対応マニュアル 参照 】

7-2 会場での不正行為に対する警備強化について

(1) 選手の安全の確保とトラブル防止、盗難被害防止、コンディション維持、盗撮被害防止のために、十分な配慮を

しなければならない。警備強化、不審物、不審者の排除などに、格段の配慮をし、被害防止に努めること。

(2) フラッシュを使用した撮影は、試合進行の妨げや他の観客に迷惑であるので禁止する。

(3) 上記(1)(2)については、場内アナウンス等で十分告知するとともに、役員の巡回指導を行い、徹底を図る。

7-3 応援団について

(1) 各大学応援団およびチーム関係者による応援については、原則、制限を設けないが、試合進行の妨げや他の

観客に迷惑であると判断される場合は、中止させる。

(2) 応援は、観客席で行うこと。観客席が無い会場の場合は、主審側のサイドラインの外側にて応援するようにする。

（あくまでも、試合に影響が無いように行う。ベンチ側では応援をさせないこと）

(3) 上記(1)(2)については、各チームを通じて、対象者にマナーの徹底をさせること。

８．表 彰

8-1 個人表彰

（1） 男女１部における個人表彰は以下の通りとする。

表彰項目 選考基準

最優秀選手賞 優勝 チームから １名選出 （ チーム推薦 ）

優秀選手賞 準優勝チームから １名選出 （ チーム推薦 ）

敢闘賞 第３位チームから １名選出 （ チーム推薦 ）

スパイク賞 JVIMS でスパイク決定率 が高かった選手を上位３名選出

ブロック賞 JVIMS でブロック決定本数が高かった選手を上位３名選出

サーブ賞 JVIMS でサーブ 効果率 が高かった選手を上位３名選出

レシーブ賞 JVIMS でサーブレシーブ成功率が高かった選手を上位３名選出

セッター賞 選考委員の投票数が最も高かった選手を１名選出

ベスト･ディガー賞 選考委員の投票数が最も高かった選手を１名選出

ベスト･スコアラー賞 JVIMS でスパイク・ブロック・サーブの総得点が高かった選手を上位３名選出

① JVIMS の統計は、予選リーグのみとし、順位決定リーグの成績は加算しない。

② JVIMS の規定数は、V リーグと同じ基準とする。

（2） 男女２部以下における個人表彰は以下の通りとする。

表彰項目 選考基準

最優秀選手賞 優勝 チームから １名選出 （ チーム推薦 ）

9．広報（報道）

9-1 全般
スポーツ報道にたずさわる関係各社（新聞、テレビ、ラジオ、月刊誌、週刊誌、広報誌等々）の記者及びそのカメラマ
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ンに対して、バレーボール競技における資料、そして、取材の機会と場所を可能な限り提供し、快適に業務を遂行で

きるように計画、準備、援助を行う。

最近、個人的な利用目的での取材や、取材を名乗って不法行為や迷惑行為を行なうものが増加しているので、入場

させないように各会場において十分なチェック体制を整える。

9-2 報道関係者が来場した場合の対応

各会場の学連委員は、報道関係者が来場した場合、社名と記者名を確認（名刺で可）し、以下のことを必ず実施する。

①大会本部または控室等を案内し、プレスルームとして使用してもらう。

②公式プログラムを配布する。

③パソコン等を使用する場合は、電源を準備する。

9-3 試合結果の送信

(1) 各会場の学連委員、会場責任者は試合終了後速やかに、

試合結果を広報担当へ送信する。

①試合結果は、１試合ごとに送信する。

②送信内容は、記録用紙の「試合結果」を携帯電話で

文字がわかるよう「マクロ撮影」をして送信する。 （送信する箇所）

③全国紙及び地方紙、共同通信社、時事通信社に結果を送るため、試合終了後すぐ送ること

9-4 試合結果の配信およびホームページ掲載

(1) 広報担当は、大会結果を、当日中に報道各社へ送信すること。

(2) 広報担当は、大会結果を、出来る限り速やかに公式ツイッター、公式ホームページに掲載すること。

１０．チームスタッフ・選手

10-1 チームスタッフ・選手の登録

(1) 東北学連登録規程により有効に登録された各チームの選手は、全員が出場できる。

(2) 追加登録も含め、有効登録選手およびチームスタッフは、エントリー変更プログラム（以下、「変更プログラム」とい

う）にて管理する。

(3) 試合当日に有効な構成員は、決められた期限までに登録手続および大会申込手続がすべて完了したものに限

る。【資料１０参照】

10-2 チームスタッフについて

(1) 部長・監督は原則として季節に応じた正装とする。但し、トレーニングウェアを着用する場合は統一されたものを

着用すること。

(2) 部長・監督が正装、コーチ・トレーナー・マネージャーが統一されたトレーニングウェアを着用してもよい。

(3) チームスタッフは、部長・監督・コーチ・トレーナー・マネージャー章（６cm程度の円台（色は自由）に部・監・Ｃ・Ｔ・

Ｍの文字を入れたもの）を左胸に付けなければ、ベンチに着席出来ない。

(４) トレーナーは、所定の資格がわかるもの(研修の修了証等)をベンチ入りの際、所持していなければならない。

10-3 各試合のチーム構成員の申告

(1) 各試合のチームスタッフ・選手の登録は、定められた時間（第１試合は、試合開始設定時間の３０分前までに、そ

れ以降は前の試合の第１セット終了時までに）定められた用紙を用いて、大会本部に提出する。公式プロトコー

ル開始後は、この登録された構成員だけが、プレーイングエリア内に入り、ベンチに座ることができる。ただし、公

式練習に限り、その試合のメンバー届に記載されている選手（最大１４名）及びチ－ムスタッフ（最大５名）と、補

助員（最大３名）のみが競技エリア内に入ることができる。

(2) 各試合のチーム構成員は、部長１名、監督１名、コーチ１名、マネージャー１名、トレーナー１名、及び選手

１４ 名以内の合計１９名以内とする。
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(3) 部長が不在の場合、他のものが代理でベンチに入ることができない。

(4) 部長以外（監督・コーチ・トレーナー・マネージャー）の役員を変更する場合は特段の理由があり学連委員が

認める場合に限り、スタッフ変更届を提出することによって認める。

※ただし、この場合は、チームスタッフの学連登録・大会申込がなされていなければならない。

１１．その他

11-1 大会経費の精算

学連委員または当番校は、大会の必要経費を立て替えた場合、出来る限り、大会期間中に、精算を行うこと。なお、

後日発生した費用については、速やかに学連事務局へ連絡し、精算をすること。

●大会開催時に関する経費は、学連より支払をいたします。

その際に、支払った証明となる「レシート」や「領収書」が必要になります。

１．買物をした場合

・スーパーやコンビニエンスストアで発行される感熱レシートでＯＫです

・もし手書きの領収証になる場合は、

宛て名：「東北大学バレーボール連盟」

ただし書きは、「○○代」（例：弁当代）にしてください。

その際に、裏に購入したものをメモしてください。

例:（はさみ、のり等）（弁当 10個）（コピー代 10枚）等

２．審判謝礼

・審判謝金の一覧に、氏名と連絡先、受領印（サイン可）をもらってください

３．宿泊費（駐車場代も含む）

・宿泊先の領収証を基づき、個人ごとに精算をしてください。

※「東北大学バレーボール連盟」宛の領収証が必要になります。

東北大学バレーボール連盟 事務局への連絡について

ホームページ

（ＰＣ・携帯）
http://tohokugakuren.blog.fc2.com/

パソコン用

メールアドレス
tohoku_volleyball_g@yahoo.co.jp


